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 利根川水系烏・神流川では，近年サケの遡上が確認されるようになり，市民の関心も高まっ

てきていることから，2007年以降サケの産卵場所等についての調査を実施してきている． 

本発表は，河川工事により発生する濁水がサケの卵に与える影響について現地試験を実施し，

その影響が少ないことを明らかにした． 
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1.  はじめに 

 利根川水系烏・神流川に生息するサケは，本州太平洋

岸における産卵遡上の南限のサケであり，学術的にも大

変貴重なものである（図-1）．利根川水系におけるサケ

の状況を概観すると，かつては多くのサケが遡上してい

たが，河川横断構造物の建設や水質の悪化など環境の変

化に伴い，1970年代にはほとんど見られなくなった．

2002年に刊行された「群馬県の絶滅の恐れのある野生生

物 動物編」によると，サケは開発行為・水質汚染等に

より，利根川に遡上するサケの減少傾向は明らかである

とし，サケは「注目種」として位置づけられた．文献に

よると烏・神流川においても，1950年代頃には多くのサ

ケが遡上していたが，その後姿を消していた． 

近年，河川横断構造物の魚道改修や河川の水質改善，

市民団体による稚魚放流の活動等により利根川における

サケの遡上量は1980年頃から年々増加し続けており，

烏・神流川においても，サケの遡上が確認されるように

なってきた． 

 高崎河川国道事務所においては，河川事業，河川管理

等を適切に推進するため，2007年よりサケの河川内での

行動や産卵に関する調査を実施している．また，河川工

事を行う際にサケの産卵場への影響等を考慮して，濁水

を発生させないように細心の注意を払い施工を実施して

いるが，実際に工事の濁水がサケの産卵等に及ぼす影響

について詳細に把握していなかった． 

 そこで，今後の河川事業等に資することを目的に，河

川の濁水が産卵等にどの程度影響を与えるかについて，

現地試験を行った． 

図-1  烏・神流川の位置図 

 

 

2. 烏・神流川におけるサケの遡上の現状 

 

(1)  サケの生態について 

 サケの一般的な生態について整理する． 

 サケの多くは9月頃から河川を遡上し，翌2月頃までに

産卵・孵化し，生まれた稚魚は1~2ヶ月程度の淡水生活

期間を過ごした後，5月頃海へ降る．その後2~3年程度で

海から生まれた川へ帰ってくる習性がある．烏・神流川

においては11月から5月が非出水期間のため，河川内で

の工事最盛期とサケの遡上・産卵・孵化等の期間が重複

する． 

 利根川と烏川の合流点より約30km下流にある利根大

堰地点におけるサケの遡上数の調査によると，11月中旬

に遡上のピークを迎えている（図-2）．サケの1日の移

動距離は約30km程度なので，烏・神流川においても概

ねこの時期に遡上，産卵していると考えられる． 



図-2  利根大堰におけるサケの遡上状況 

 

(2)   烏・神流川におけるサケの産卵場の把握 

 烏・神流川のサケの産卵場の分布状況を把握するため，

2007年より現地踏査及び関係機関へのヒアリングを実施

し，その結果をサケ産卵場マップとして作成した（図-

3）． 

 サケ産卵場マップ及び現地踏査の結果によると，サケ

の産卵場は早瀬と平瀬の境界や，淵から早瀬になる付近

に多く見られた（写真-1）．また，産卵床としては間隙

のある砂礫があり，河床が堅く締まっていない構造をし

ていた．産卵床は図-4のような構造をしていると考えら

れる． 

 

 

3.  濁水の影響把握調査 

 

 次に，河川の濁水がサケの産卵等へ与える影響を把握

するために行った現地試験の概要と調査結果について以

下に述べる．濁水によるサケの産卵等への影響としては，

濁水成分（細粒分）の堆積に伴う空隙の間詰作用による

通水性の悪化や，孵化後の生息空間が減少することで，

サケの生存率が低下することが想定される．そこで，河 

 

 

 

 

 

 

床の空隙状況と孵化後のサケの生存率の関係を把握する 

ため，実際にサケの卵を烏川の河床に埋設する現地試験 

を実施した．これから得られた結果と既往文献でいわれ

ている孵化実態との関係を比較し，試験の有意性を確認

した． 

  

 (1)   試験箇所 

 現地試験箇所は，河川内での工事施工箇所の直下流2

箇所（Ａ，Ｂ地点）及び工事施工による濁水発生の影響

写真-1 サケの産卵床が確認されている箇所 

図-4 サケの産卵床のイメージ 

図-3 サケ産卵場マップ 



が少ない2箇所（Ｃ，Ｄ地点）の計4箇所を選定した（図

-5）． 

 Ａ地点及びＢ地点における工事は，橋脚補強工事及び

護岸修繕工事で，施工期間は橋脚補強工事は１１月～翌

３月まで，護岸修繕工事は１１月～翌５月まで，仮締め

切りは土砂及び大型土のうで実施しており，水替えポン

プで排水を行っていた．どちらも，烏・神流川において

は，通常行われている施工方法であった． 

図-5  試験箇所 

 

(2)  試験方法 

 試験方法は，サケの卵を購入し，バイバートボックス

に100粒ずつ分取し，カゴに設置後，河床に埋設した．

バイバートボックスは孵化状況確認用と稚魚化状況確認

用の2種類準備した．稚魚化状況確認用のバイバートボ

ックスについては，ボックスをネットで覆い，稚魚がボ

ックスから逃げ出さないようにした（写真-2）． 

写真-2  バイバートボックス設置状況 

（孵化状況確認用とネットで覆った稚魚化状況確認用） 

 

カゴを河床に埋設する際には，現地の土砂を使用し，

自然な状況を再現した． 

 また，河床の空隙状況と孵化・稚魚化後の生存率の関

係を把握するため，濁水発生の影響が少ないＣ，Ｄ地点

については，上記の他に，カゴを埋設する際に，土砂の

細粒分を重量比で「細粒分60%」，「細粒分90%」にし

たもので埋め戻したものを追加した． 

 設置後は，間隙水・表面水の水温，濁度等の計測を実

施した． 

 調査結果は，「孵化状況」と「稚魚化状況」の2回の

時期に分けて確認を行った．それぞれ，孵化したもの・

稚魚化したものを計測した「孵化率」・「稚魚化率」と，

孵化・稚魚化して生存していたものを計測した「生存

率」をまとめた． 

なお，バイバートボックスの設置は１２月１日に行い，

「孵化状況」の確認は１２月２７日，「稚魚化状況」の

確認は翌２月７日に行った（写真-3）． 

写真-3  孵化状況と稚魚化状況 

 

(3)  試験結果 

a) 「孵化状況」（図-6，7） 

 「自然河床」の状況ではＡ地点，Ｂ地点及びＣ地点の

3地点では孵化率が約9割，生存率も約9割であった．Ｄ

地点では孵化率が約1割と多くの卵が孵化前に死亡して

いた． 

 細粒分を加えた場合，Ｃ地点では孵化率が4～9割，生

存率は約3割であった．「細粒分90%」のケースでは孵化

後に死亡する固体が多く見られた．Ｄ地点では孵化率が

0～9割，「細粒分60%」のケースでは孵化率も生存率も

高い結果が出たが，「細粒分90%」のケースではほぼ孵

化前に死亡していた． 

図-6  孵化状況（自然河床） 

図-7  孵化状況（細粒分） 

 

b) 「稚魚化状況」（図-8，9） 

 「自然河床」の状況では，稚魚化率は6～9割，生存

率は4～9割であり，Ａ地点，Ｂ地点はいずれも9割であ

った．Ｃ地点では，稚魚で死亡しているものが比較的多

く見られた．Ｄ地点では孵化前に死亡しているものが多

く見られた．細粒分を加えた場合はＣ地点においては稚

魚化率約9割，生存率約8割と共に高かった．Ｄ地点では

稚魚化率が1～7割，生存率はほぼ0割であり，「細粒分

90%」のケースでは多くが孵化前に死亡していた． 



図-8  稚魚化状況（自然河床） 

図-9  稚魚化状況（細粒分） 

 
 

4.  考察 

 

 (1)  出水による河床の撹拌 

 卵を設置した数日後にまとまった降雨があり，烏川の

水位が観測地点において約50cm程度上昇する出水があっ

た．出水後の間隙水の水温の変動をみると，Ｃ地点では

一定に水温が保たれているのに対し，Ｄ地点では水温の

低下傾向が示されていた（図-10）．これはＤ地点にお

いて出水により河床が撹拌されたことを示唆している．

孵化直前の卵は表面が破裂しやすく，衝撃に弱いと言わ

れている．水温の低下は冷水環境を好むサケにはほとん

ど影響しないが，出水が発生したことで，Ｄ地点の河床

に埋設した卵が撹拌され，衝撃を受けたこと等により，

孵化前に多くの固体が死亡したと推定される． 

図-10  Ｃ地点，Ｄ地点における間隙水温の変化 

 

(2)  河床材の空隙状況とサケの生存率の関係 

 河床材の空隙状況とサケの生存率の関係については，

既往の文献調査によると，礫の空隙サイズを表すFredle

指数とサケの孵化・稚魚化期の生存率には相関関係がみ

られ，Fredle指数が大きくなると生存率が高くなる傾向

にある． 

Ａ，Ｂ及びＣ地点におけるFredle指数は，「自然河

床」では5～8程度であり，生存率は9割程度であった．

一方，Ｃ地点の「細粒分」の実験ではFredle指数は1程

度であり，現地試験においても孵化後の生存率が低いこ

とが確認された．特に「細粒分90%」については，回収

時のバイバートボックス内が細粒分で満たされており，

卵の孵化率は高かったが，孵化後の生存率は低かった．

これは，孵化後の稚魚の移動空間が確保されなかったこ

とが要因としてあげられる． 

また，「稚魚化状況確認用」においては，「細粒分

60%」，「細粒分90%」でも孵化率・生存率共に高かった．

これは稚魚逸脱防止のため，バイバートボックスをネッ

トで覆ったことにより，ボックス内への細粒分進入が抑 

制され，稚魚の移動空間が確保されたことが要因として

あげられる． 

Ａ，Ｂ及びＣ地点におけるFredle指数とサケの「孵化

状況」の生存率の相関図を示す．既往文献と比較しても

概ね同様の傾向が得られている（図-11）． 

図-11  今回の現地試験におけるFredle指数と生存率の関係 

 

(3)  工事による濁水の影響 

 工事施工箇所の直下流Ａ，Ｂ地点については，孵化率，

稚魚化率，生存率ともにＣ地点の「自然河床」と変わら

ない結果であった．工事施工箇所においては，濁水の発

生を抑制する対策を実施しており，河川水が強く濁るほ

どの濁水の発生はなかった． 

 

(4)  試験結果 

 本試験の結果から，細粒分の堆積による間詰めや孵化

直前の産卵場所の河床撹拌は稚魚の生存に大きく影響す

ることがわかった．さらに，河道特性にもよるが，比較

的河床勾配があり，礫河原の烏・神流川（セグメント1，

2-1）においては，通常の河川工事で発生する表流水の

濁り程度では影響が小さいことが明らかになった． 



5.  さいごに 

  

 サケの孵化等に関しては，通常の河川工事等による濁

水の影響は小さいが，細粒分の堆積や河床撹拌など産卵 

場所への直接のダメージは影響が大きいことが明らかに

なった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の結果を踏まえ，サケの産卵場や生態と河川工事

の関係性をまとめ，工事の実施時期，対策工法等につい

て記載した「烏川におけるサケの保全対策マニュアル

（案）」を作成している．今後も産卵場所や，工事施工

後の状況について把握し，河川事業，河川管理等の実施

に活かしていくことが必要である． 

 


